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ジョージ・エリオットと天職を求める

女性達一『ミドノレマーチ』を中心に

高松みどり

George Eliotの Middlemαrch(1871-72）と言えば，女主人公 Doro・

thea Brookeを思い浮かべる読者は少なくあるまい。官頭の Preludeで暗

示され，終末部の Finaleで総括されるのは， Dorotheaの人生に他ならな

¥, 、。 Middlemarchの中で展開される四つの主要プロットの中心に位置し，

散漫に陥るかに見える全体に一貫性を与える核となっているのもDorothea

のストーリーである。更に， DorotheaBrookeは，一般に， TheMill on 

the Floss (1860）の MaggieTulliverと並んで， GeorgeEliot自身の気

質が反映された，半自画像的登場人物と考えられている。確かにDorothea

の真理への飽くなき追求には，福音主義キリスト教への狂信的傾倒からそ

の放棄を経て， Strauss, Feuerbachのヒューマニズム信仰に至る，若き

日の MarianEvansが明らかに投影されている。そして内容についても，

PreludeとFinaleから見る限り， SaintTheresaの‘epiclife，を 19世紀

英国に再現したらどうなるか，つまり，熱意と資質を持った女性が，制約

の多い環境の中で，いかに悪戦苦闘するか，が， GeorgeEliotの意図で、あ

ったのは， Dorath eaも小説の最初に‘Ishould see how it was possible 

to lead a grand life here-now-in England.’（3章 p.28）と言う様

に明白である。

George Eliotにとって，女性と，社会に貢献し得る仕事（vocation）の

問題は，彼女自身女性であることもあり，当然卑近な問題であった。しか

しながら， Eliotの言う，‘WomanQuestion，に対する彼女の姿勢は，常に

ambivalentであり，例えば，友人で， 19世紀英国婦人解放運動の先駆者
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であった， BarbaraBodichonのそれとは，一線を回していた。この am-

bi valenceは，当然のことながら，作者の DorotheaBrookeの扱い方に

表われる。当稿では， GeorgeEliotの‘vocation’に対する意識と， Doro・

the aのvocation希求との間に生ずる間際を浮かび上がらせながら， Eliot

の ambivalenceがし、かに Middlemarchの中に反映され， Dorothea

Brookeが作者の女性に対する暖味な態度に翻弄されているかを考察した

し、。

(I) 

George Eliotの，いわゆる‘WomanQuestion，に対する不明瞭な態度

の現われは，当時の女性達による，婦人参政権要求の運動や，女子教育改

善の為の運動に対する，手紙の中でのコメントや，寄稿エッセイ，又，手

紙に記された様々な女性に対する印象記から伺うことができる。この章で

はまず，それらを年代）I原に概観してみたい。最初期の記録は， 1848年の手

紙に示された， HannahMoreへの嫌悪感で， 18世紀の bluestockingの

先駆者に対して，この上なく辛諌な評価を下している。 Eliotが， West-

minster Reviewの編集をしていた1853年には，友人で，女権論者の Mrs.

Peter Taylorに，「婦人参政権賦与の運動は，微微たる進展を見せている

に過ぎないが，それが一番良いのです。なぜなら，女性はまだ，男性から

与えられる以上の運命を受けるに値しないのですから。」 と書いている。

1854年， Eliotは， GeorgeHenry Lewesとの同棲生活を始め，彼女自身の

人生が新たな段階に入るロこの頃のエ γセイ‘Womanin France: Madam 

de Sable’では，警句集で知られる17世紀フランスの Madamde Sableの

資質を，彼女の得手は，自分が書くことより，他者が書くようにしむける

ことだと評した後，続ける。 「彼女は，男性の知力を，そののみこみの良

さ（understanding）で、助けた。 この理解力とは，女性的な知性が文化の

発展に寄与してきた，最良の役割の一つである。彼女には独創力が欠けて

いる為，他者の独創性に対する受容力が一層増したのだ。」 この独創性の

欠如は， Dorotheaに見られるもので， 世俗的だが， 常識に裏打ちされた
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冷徹な眼を Dototh eaに向ける妹 Celiaは，それを直観する。

1856年9月には， GeorgeEliotは，最初の作品‘TheSad Fortunes of 

the Reverand Amos Barton，に着手する直前に，辛線な女流小説家批評，

‘Silly Novels by Lady Novelists，を書いている。四方に多くの称賛者達

を従え，才色兼備で，その上敬虐な女相続人が通常，こうした小説の女主

人公になるのだと語った後， Eliotは，こう続ける。「女主人公は，哲学者

達の浅薄な論を見抜き通す深い洞察力を備えているものと見なされる。彼

女の優れた直観力は，男達が，ただそれによって自分達の時計を合わせさ

えすればよい一種の日時計なのであり，万事はそれでうまくゆくだろう。j

しかし，当代の女流小説家達の小説を，‘silly’だと感じるということは，

同時に， Eliot自らの理想とする小説観が育ちつつあったことをも意味す

る。 Eliotは同時代の様々な作家の小説を読み，それらを批判して行く中

で，自分の小説観，そして，描かれるべき女主人公像を形成していったの

である。このエッセイとは別に，この頃の手紙の中で，批難の矛先は，

Mrs Gaskellにまで向けられ， Ruthは，女流作家にありがちの，偽りの

弱々しい描写の所産であり， MrsGaskellは‘subduedcolouring，に満

足できずに，‘“dramatic”effects，を好んだため，方向を誤ったのだ，と

評価している。

こうして批評によって Eliotの小説観は明確化され，最終的に辿り着い

たのが， リアリズム作家としての自己の姿勢であった。 ‘romance’や，

‘idyl’ではなく，実際の‘observation’に基いて，あるべき状態でなく，

あるがままの状態，あるいは，あった通りの状態を示そうというこの態度

を， Eliotは Scenesof Clerical Life (1858）に始まる自分の小説で，

実践して行くことになる。女性作家の弱点をあらかじめ認識し，それを超

えようと最初から意図して小説を書き始めた女性作家， GeorgeEliotの，

女性の登場人物の描き方が単純でないのは当然であろう。

個人として， リアリズム芸術家としての指針を獲得し， Marian Evans 

から， MarianLewesを経て，小説家 GeorgeEliotとなった彼女は，第

二作自の小説 AdamBedeを書き始めていた 1857年10月30日， Charles 
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Bray宛の手紙で，女性一般の問題について明言する。‘ButI should be 

sorry to undertake any more specific enunciation of doctrine on a 

question so entangled as the “Woman Question.’” これは，この頃出

版された， BarbaraBodichonの， Women and Work (1857）の中の引

用文を巡っての意見である。 BarbaraBodichonは， 1850年代半ばに，既

婚婦人財産権運動を推進していた婦人問題の先駆者で，女性は「家庭の天

使」であらねばならないとする当時の道徳観に真向から反発し，結婚だけ

を人生の目的と考えずに，女性も労働すべきだと賞揚するなど，最も急進

的な女性達の一人であった。 GeorgeEliotもおそらくこの本を目にしたと

思われるが，この手紙で話題となっている， Eliotが探して Bodiehonに

教え， Bodiehonが本の中で、使ったという引用文は，後に明確化する Eliot

の vocationtこ対する考え方を先取りしている。 ‘People are grasping 

after some grandiose task, something ‘worthy’of their powers, when 

the only proof of capacity they give is to do small things badly.’丁

度この時書き始めていた AdamBedeで， Eliotが，対照的な二人の女性

登場人物一一Eliotの小説に初めて登場する，説教師という vocationと，

天職意識を持った女性 DinahMorrisと， 無知の為， 悲劇的運命に陥る

Hetty Sorrel－ーの構想を練っていたことと， Bodichonの急進的な女性

論を考え合わせると，興味深い。又，大袈裟な大義や理想に固執してまず

い仕事を成すよりは，小さな仕事を着実に積み重ねる方が社会に貢献でき

るという Eliotの基本姿勢が既に形成されていたことがわかる。

Adαm Bele (1859）が大成功を収めた後， The Mill on the Floss 

(1860）から， FelixHolt (1866）にかけて， 1860年代には大作家として

の地位を確立するに至った Eliotは， Lewesとの違法な関係の為彼女を疎

外していた世間を，実力で屈服させる。このような傑出した存在が，女権

拡張論者達の注目を集めない筈がなかった。彼女達は， Eliotの運動への

協力を求めてきたが， Eliotは，婦人参政権問題には，あくまで消極的な

態度を崩さず，運動を主導する女性達と全く異なる生き方をする大多数の

一般女性に参政権を与えても，それは‘extremelydoubtful good’だとし
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た。 GirtonCollegeの創設者 EmilyDaviesには，女性と男性の肉体的，

心理的差異，それに基づいた精神文明一一つまり，女性らしさや母性の重

要性を主張する伝統一ーの豊かさを肯定する自らの立場を表明している。

We can no more afford to part with that exquisite type of gen-

tleness, tenderness, possible maternity suffering a woman’s being 

with affectionateness, which makes what we mean by the femi-

nine character, than we can afford to part with the human love, 

the mutual subjection of soul between a man and the woman .... 

Eliotが唯一積極的な態度を示したのは，女子教育の改善に対してであ

ったo女性も男性と同じ教養の基礎を持つことで，男女が同じ判断基準を

持つ状態を， Eliotは理想と考えたので、ある。彼女は更に続けて述べる。

The answer to those alarms of men about [women’s] education 

is, to admit fully that the mutual delight of the sexes in each 

other must enter into the perfection of life, but to point out that 

complete union and sympathy can only come by women having 

oρened to them the same store of acquired truth or beliefs as 

men have, so that their grounds of judgement may be as far 

as possible the same. （強調は筆者による〉

Dorothea Brookeは， Casaubonと結婚して，‘lampholder，として研究

の補佐をし，過去の再構築という， Casaubonの遠大な目的を分かち合う

べく，ギリシア語，ラテン語を学ぼうとする。そして又， Will Ladislaw 

から， Casaubonはドイツ語を知らない為， ドイツのより先進的な神話学

の業績を知らずに，前世紀既に研究された事を遅れてなぞっているに過ぎ

ないと聞くと， Dorotheaは，スイスで教育を受けていた時にドイツ語を

自分が勉強しておくべきだった，と悔やむ。 Dorotheaが，彼女を真理に
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導く教育者を， Casaubonに見出したのは，そのスイスでのピューリタン

的教育の底の浅さを示す。このように，男女が教育によって， ‘the same 

store of acquired truth，を持つことを理想として掲げながら， Eliotは決

してヒロインにそれを実現させ得る教育を施さない。この理念と，小説で

の現実との間の溝に， Dorothea以外の Eliotのヒロイン達も呑み込まれ

るのである。

自分自身は，タブーを全て実践しながら成功者となったのに，小説で描

くヒロイン達の運命には，自身の例を全く反映させない Eliotの姿勢は，

フェミニズム批評家を中心に議論の的となってきた。 SandraM. Gilbert 

と SusanGubarは， Eliotは，自分の努力と，作家としての成功を，女

性の限界を超越する異例な事として是認しようと努め，積極的に切り開い

てきた自身の人生と相反する，服従や，女性らしい諦念といった教訓に主

要な小説中でしばしば頼る，と指摘する。 ZeldaAustenは，小説に書か

れた内容は，読者にとっては規範となる傾向があるので，因襲に捕らわれ

ないヒロインが挫折し，因襲に素直に従う女達が安穏に暮らす小説をEliot

が書いた事によって，後者の生き方を規範化することになりかねない，と

説く。

しかしながら，この問題を解く鍵は， GeorgeEliot自身の言葉の中に，

明瞭に現われている。 Eliotは，婦人参政権運動について JohnMorley 

と議論し，女性が男性より悪い分け前を担っている事実は，女性にはより

崇高な忍従を，男性にはより再生力のある優しさが求められる理由となる

べきである，と保守的な見解を示した後，付け加える。‘Thepeculiarities 

of my own lot may have caused me to have idiosyncrasies rather 

than an average judgement.’自分の，困難を乗り越え成功者となった運

命は，特殊な例であるので，自分の女性の問題に対する見解も，一般の女

権論者とは違った，特異性(idiosyncrasies）を帯ひ、たものになってしまう

というのである。個人的に特異性を享受した Eliotは，他方でリアリズム

芸術家を自認していた為，ますます自己の特異性を現実離れした奇跡，と

やや自意識過剰気味に見るようになる。その為，他の女性や，彼女の小説
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のヒロイン達が，彼女のように真理を追求することに対して，現実の厳し

さを投げかけずにはいられなかったように思われる。

更に，特異性を享受して，一般の女性の状態を超越するということは，

男性と同様の状況を生きるということになるので， Eliotは女性でありな

がら，男性の立場から，男性社会の厳しい現実を体験できた。従って，大

多数の女性に，教育的基礎が無いにもかかわらず，進歩的な女性が行って

いる様に，戸高に権利の要求ばかりしても無意味だと認識で、きたのかもし

れなし、。 1868年3月， Eliotは， BarbaraBodichonに次のように述べて

し、る。

What I should like to be sure of as a result of high education 

for woman -a result that will come to pass my grave-is, their 

recognition of the great amount of social unproductive labour 

which needs to be done by women, and which is now either 

not done at all or done wretchedly. No good can come to women, 

more than to any class of male mortals, while each aims at doing 

the few can do well. I believe -and I want it to be well shown 

-that a more thorough education will tend to do away with the 

odious vulgarity of our notions about functions and employment, 

and to propagate the true gospel that the deepest disgrace is to 

insist on doing work for which we are unfit -to do work of 

any sort badly. 

Middlemarchは正に， Eliotのこの主張を反映した小説，と言っても過

言ではないだろう。登場人物は皆，自分の成すべき仕事，居るべき場所，

就くべき地位を模索している。 Dorotheaのように，社会に貢献する仕事

の一翼を担いたし、と願う者もいれば， Rosamond Vincyのように，自分

の所属する階級の上昇のための結婚を目指す者もいる。又，男性では，

Lydgateのように，医師という vocationに初めから就いていても，時々
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現われる俗物性‘thespots of commonness’の為に， 当初の目標一一病

理学の研究と病院の建設ーーが挫折する者がいる。他方では， FredViney 

のように，息子の，所属階級からの昇格を願う父親の望んだ，聖職者とな

る道を捨て， CalebGarthの土地測量，評価の仕事の補佐という，より適

した職業を，婚約者の女性の高い道徳性に導かれて見出す若者もいる。次

章では， Dorotheaの場合に絞って，彼女がいかにして，居るべき場所，

成すべき事の探求の旅に出てその迷路を辿るのか考察したい。

(II) 

Middlemarchは，その官頭で結末を提示し，そこに至る過程を中で描

くタイプの小説である。なぜなら Preludeで，まず16世紀の聖女 Saint

Theresaの‘anepic life，がモデルとして示され，‘laterborn Theresa' 

である DorotheaBrookeが，周囲の社会が協力的でない為に，その熱意

‘ardour’が，‘avague ideal’と，‘commonyearning of womanhood' 

の間で揺れ動き， SaintTheresaが彼女の vocationである教会改革の内

に見出した‘epos’を見出し得ない，と語られるからである。続く第1章は，

当の DorotheaBrookeを形造る要素が凝縮されて提示される章である。

何げない彼女の衣服の記述， ‘her plain garments, which gave her the 

impressiveness of a fine quotation from the Bible, -or from one of 

our elder poets, - in a paragraph of to-day’s newspaper.’Cl章p,7) 

さえ，彼女が同時代にそぐわない人物であり，現代の文脈では，‘quotation’

であって，‘original’でないという本質を暗示している。かつてCromwell

の下に仕えた清教徒で，後に国教会に改宗し，政治から身を引いて地主に

収まったという Brooke家の祖先の経路は，過激なエネルギーを持ちなが

ら，大きな挫折を経て全く方向転換しまう点で， Dorotheaの人生を予見

させる。 Eliotは，こうした暗示を，現在の事実をまず述べた後，付け加

えるように述べられる次の叙述の中に密かに滑り込ませる。例えば，次の

叙述にそれが見られる。

(8) -247-



Her mind was theoretic, and yearned by its nature after some 

lofty conception of the world which might frankly include the 

parish of Tipton and her own rule of conduct there; she was 

enamoured of intensity and greatness, and rash in embracing 

whatever seemed to her to have those aspects; likely to seek 

martyrdom, to make retractions, and then to incur martyrdom 

after all in a quarter where she had not sought it. ( 1章 p.8) 

後半‘likely’以下に示される様に，彼女には‘theoretic’な精神があり，

何か崇高な理念に夢中になるが，それを取り消し（retraction）して，全く

考えていなかった方向に，その理想、を転換する潜在性が最初からある。

続いて，財産と美貌を兼ね備えた彼女の結婚の妨げとなるのは，極端を

好み，持論‘notion’に基づいた人生を送りたいという願望であると述べた

上で， Eliotは女性が意見を持つことについて，冷静に語る。

Women were expected to have weak opinions; but the great 

safeguard of society and of domestic life was, that opinions 

were not acted on. Sane people did what their neighbours did .... 

(1章 pp.9-10) 

女性は，あまりはっきりした意見を持たないことが望まれるが，たとえ，

Dorotheaのように， 確固たる意見を持つ女性がいたとしても，世間はい

ちいち耳を貸さないので問題はないというのである。

次に， Dorotheaの乗馬愛好と，それを「異教的で感覚的に」（‘apagan 

sensuous way’〉楽しむ事は良くないので，やめようと思う話と，宝石の

輝きに，思わず心を奪われるエピソードから， Dorotheaが， ‘theoretic’ 

で持論に固執する一方，非常に感覚的な面も持っていることが明らかにな

り， Celiaは，それを矛盾していると考える。その直後，第2章で， ‘I 

live too much with the dead，’と自ら語る街学者 Casaubonが登場，
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Dorotheaは，彼が‘aview to the highest purposes of truth，を持っ

て大事業に取り組む人，という幻影を抱き心引かれる。崇高な理念を好む

Dorotheaの性向が Casaubonに注目させたのは勿論で、ある。その一方無

視できないのが，彼女に求婚する機会を伺っている SirJames Chettam 

が代表する世間，特に，男性社会の常識と伝統の力である。 SirJamesは，

Dorotheaの過度の信心深さは， 結婚すれば消滅するだろうと思い，彼女

が何事にも意見を持っていると言っても，所栓は女の意見，男社会の伝統

の前には取るに足らぬものと考える。

Sir James had no idea that he should ever like to put down the 

predominance of this handsome girl, in whose cleverness he 

delighted. Why not? A man’s mind -what there is of it一has

always the advantage of being masculine, -as the smallest 

birch-tree is of a higher kind than the most soaring palm，一一 and 

even his ignorance is of a sounder quality. Sir James might not 

have originated this estimate; but a kind Providence furnishes 

the limpest personality with a little gum or starch in the form 

of tradition. ( 2章 p.21) 

Dorotheaが無意識のうちに逃れようとしているのは， この男性優位の

‘tradition’の力であるように思われる。彼女にとって，乗馬は‘tradition’，

又は世俗性の象徴であり，それをやめるのを答め，理由を追求する Sir

Jamesを止めるのがCasaubonである。そこで， Dorotheaは， Casaubon

が‘higherinward life，を解し，‘spiritualcommunion，を共にできる男

性であると錯覚するのである。

父親のようであり，望めばへプライ語も教えてくれる教師のような相手

と結婚したいという Dorotheaの子供じみた結婚観が， Casaubonを理想

視させたのも事実であるが， Casaubonの存在は， SirJamesや，その背景

にある世間との対比により， Dorotheaの目に，より好ましい相手として映
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るのである。後に， Casaubonが，自己中心的で，愛情も乏しく，その研

究にも価値がないことを知って幻滅した Dorotheaが， WillLadislawに

親近感を抱くのも， CasaubonとWillの対比一Willは，‘sunnybright-

ness', Casaubonは，‘rayless’（21章 p.203）ーによってである。この間，

Dorotheaが一貫して求めているのは‘spiritualcommunion，で，これは，

前章で、述べた通り， George Eliotが理想とする男女の関係と一致する。

Eliotは， commuionの手段として，女子教育の改善を考えたが， Doro-

theaは， 崇高な目的のための手段， そして， 世俗性を脱した‘spiritual

・commuioげを夫と分かち合う手段として， ‘knowledge’を希求し，それ

を，まだこの時期， ‘anti-reform times，で学校教育に求められない為，

教師の役割を兼ねる夫に求めたのである。

しかしながら， Dorotheaにとっての‘knowledge’とは，夫の補佐の

為だけではなく，自分自身の真理探求欲を満足させる為の手段であること

も忘れてはならなし、。それは次の叙述に現われる。

〔B〕utit was not entirely out of devotion to her future husband 

that she wished to know Latin and Greek. Those provinces of 

masculine knowledge seemed to her a standing-ground from 

which all truth could be seen more truly. As it was, she con-

stantly doubted her own conclusions, because she felt her own 

ignorance .... Perhaps even Hebrew might be necessary-at least 

the alphabet and a few roots-in order to arrive at the core of 

things, and judge soundly on the social duties of the Christian. 

And she had not reached that point of renunciation at which she 

would have been satisfied with having a wise husband: she 

wished, poor child, to be wise herself. ( 7章 p.63) 

〈強調は筆者による〉

事物の核心に到達すること，つまり，真理の探求は， George Eliotが生
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涯行ってきたことであるが，‘poorchild，という口調からして，そのこと

がいかに大きな代償，苦労を伴うかを，先駆者として，共感を込めて語っ

ているかのようである。続いて， Dorotheaと Celiaの比較から述べられ

る，‘Tohave in general but little feeling, seems to be the only 

security against feeling too much on any particular occasion.，は，

Eliotのヒロイン達， JanetDempster, Maggie Tulliver, Romola, Mrs 

Transome, Dorothea, Gwendolen Harleth，そして，ヒロインではないが，

Lydgateらが共通して直面する困難である。抑制されたり，型にはめられ

るのを拒む，大きすぎる’情熱や感受性を持つ人間に対して，社会はその受

け皿を持たず，彼女らを受けとめ‘spiritualcommunion，を共有できる伴

侶を見出すのは，非常に難しいのである。

Dorothea Barrettは， Dorotheaが， 80章で，特に顕著に示す， ヒロイ

ンの縮小化（diminution）を問題にしている。 WillLadislawがRosamond

と会っているのを見て，裏切られたと思い傷つく80章では， Dorotheaの

姿は堂々として彫像のようで，‘hergrand woman’s frame，と記されなが

ら， 83章で， Willの求婚を受け入れる場面では， Dorotheaは‘childlike’

と記述される。 その他， Dorotheaは感情が高揚する場面では，常に

‘childlike’と形容されるのである。この， Eliotが感情的場面で子供のイ

メージを用いる傾向は， F.R. Leavis, Barbara Hardyによっても指摘さ

れてきた。 Hardyは， Eliotがlove-sceneを無垢な子供のイメージに媛小

化するのは，性を扱う上での彼女の弱点と見ている。他方，先の Barrett

は， Eliotがヒロインを‘childlike’と記す時，ヒロインを無性化している

のではなく，彼女達が自意識を忘れ，自己の動機に正直になっていること

を示すのだと解釈している。しかし，このイメージは，ある意味では，ヒ

ロイン達の過剰なエネルギーを，他の普通の人物を描くのと同様の叙述で

は描き得ないことを認識した筆者の，自噺的な表現法とも考えられるので

はないだろうか。

Dorothea Brookeの社会貢献の方法にしても，彼女の感受性のスケーノレ

がもっと小さければ，富裕な ladyらしく，‘villagecharity，に専心する
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という道もあったo しかし彼女はそれには到底満足できず，彼女の心には

露のような暖昧さがたち込め，‘Whatcould she do, what ought she to 

do？’を呪文のように繰り返すのである。

(Ill) 

Dorotheaの対極に位置する女性が， Garth家の MaryGarthである。

Rosamond Vineyも，その世俗性一一manufacturerの娘から，より上の

階級に上がりたいが為に，種々雑多な稽古事，（accomplishments）に手を

染め，条件の良い結婚相手を待つ，典型的な‘sillynovel，に登場しそう

な女性一ーにおいては， Dorotheaと正反対である。しかし， MaryGarth 

は，大袈裟な大義を掲げず，できる範囲の住事を自らの義務と課して行な

うという面で， Dorotheaと対照的である。 FredVineyが，男は愛され

ていなければ，‘hecould be a better fell ow，と言っても無駄だと訴える

と， Maryが，‘Notof the least use in the world for him to say he 

could be better. Might, could, would-they are contemptible aux-

iliaries.’と答えるのは， Dorotheaの‘Whatconld she do？’と対照的で

ある (14章 p.136，イタリックは Eliotによる〉。 David Daichesは，

Garth家の人々は，この小説の‘moralcentre’を成し，彼らに対する態

度で，その人のモラルが試されるとする。 Daichesは， LydgateがMary

Garthに注目しなかったのは，このテストに失敗したのを意味するとし，

実質よりも体面を気にする Lydgateの‘commonness’について述べた後，

指摘する。‘GeorgeEliot is interestingly original in seeing a refusal 

to understand the economic realities that underlie class distinction 

as a sort of vulgarity. 

Eliotは一般に所属階級の上昇を夢見る者， 経済的現実を疎かにして上

辺を取り繕おうとする者，遺産など，他者からの経済的援助を当てにする

者に対して非常に手厳しい。キリスト教信仰の放棄云云に関係なく， Eliot

の根底に流れる，ピューリタン的プラグマテイズムがそこにあるように思

われる。名よりも実を重んじる為，賭での儲けを財政の足しにする牧師の
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Fare brotherを，他の点ではいかに仁徳者であっても，尊敬できない

Lydgateは，自分の方が財政状態にそぐわない賛沢な生活をして困窮に陥

る。又， Featherstoneの遺産を当てにして，‘vulture’のように群がる親

類達は，茶番を演じた末，一銭も入らないことになる。

Garth家のモラルの支柱は，主 CalebGarthの‘business’信仰である。

彼にとっての‘business’とは，直接的には，彼の職業である建築，測量

関係の仕事を指すが，ハンマーの音を麗わしい音楽と開く彼の， ‘virtual 

divinities，は，‘goodpractical schemes, accurate work, and the 

faithful completion of undertakings，である（24章 pp.246-247）。怠惰

を嫌悪し，経済的必要の為でなく，使命感を持って仕事に取り組む Caleb

Garthは， WalterE. Houghtonの言う，‘mission’意識を伴ったVictoria

朝人の職業意識を見現化している。

この‘mission’意識を伴う職業観，つまり，生計を立てる為の‘occupa-

tioげではなく，‘vocation’に携わっているという意識は， Lydgateにも

共通する。しかし，厳密に言えば， CalebGarthの‘business’と Lydgate

の‘profession’の聞には違いがない訳ではなし、。主として， Middlemarch 

における男性の登場人物の vocationを論じている AlanMintzによれば，

この小説の世界は，職業の専門細分化時代の入口にさしかかった世界であ

る。 CalebGarthの漠然とした‘business’は， Eliotのノスタルジアの産

物で時代遅れであり，他方 Lydgateの失敗の原因は，研究医学と臨床医

学の両方に一度に取り組んだためで、あると Mintzは分析する。 SirJames 

のような上流階級に属する人間も，この時代の改革（reform）の波に無関

心でいられず，改良農業に着手する。こうして男達が仕事を巡って試行錯

誤している聞に Dorotheaに起こった変化を最後に考察したい。

(IV) 

Dorotheaを巡るプロットは， 小説全体に一貫性を与えるものではあり

ながら， vocationの問題に関しては，周囲の人々が男も女もより適した仕

事や役割を求めて動き回る中心で，台風の目のように虚空を示している。
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大きすぎる感受性同様，大きすぎる社会貢献への欲求に答える手段がない

のである。身近な貢献を試みようとしても， Casaubon邸のある Lowick 

は恵まれた村で，彼女の奉住の余地はない。 Casaubonの研究の真価を知

り， Casaubonに対する気持は同情的なものに変わっていたが， Casaubon

は，他者の共感や同情を何より恐れたので， Dorotheaの根源的欲求であ

る他者への共感は満たされない。

ここで Dorotheaの行動の原動力， ‘sympathetic motive，に注目する

必要がある。

All her eagerness for acquirement lay within that full current 

of symρathetic motive in whicn her ideas and impulses were 

habitually swept along. She did not want to deck herself with 

knowledge ... and if she had written a book she must have done 

it as Saint Theresa did, under the command of an authority that 

constrained her conscience. (IO章 p.85，強調は筆者による〉

従って， Dorotheaが求める仕事とは，‘sympatheticmotive，に根ざした

ものでなければならなし、。 Dorotheaの潜在的エネルギーは，無意識のう

ちにいつもこの動機のはけ口を見出そうとしているので，事態の急激な変

化や，危機的局面によって，あるはけ口が行き詰まると，途端にダイナミ

ツクな動きを見せつつ，別のはけ口へとなだれ込む。従って， Willから

Casaubonの仕事の無意味を聞き知ると， ‘sympathetic motive，は，

Casaubonの仕事を助けようという方向を閉ざされ，瞬時に彼への憐閥の

情へと切り替わる。（21章， p.203) 

Rosamondと Willの密会を目撃した直後，それまで Willへの愛’情に

向けられていた‘sympatheticmotive，が，危機的事態に行き詰まると，

行き場を失ったそのエネルギーは，即座に新しいはけ口が見出せず，異常

な活力となって噴出する。が間もなく， BulstrodeのRaffles殺害への加担

の嫌疑がかかり，医師のキャリアが試練の下にありながら，妻Rosamond
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にないがしろにされたLydgateへの同4情という，新しいはけ口を見つける。

It was as if she had drunk a great draught of scorn that stim・ 

ulated her beyond the susceptibility to other feelings. She had 

seen something so far below her belief, that her emotions rushed 

back from it and made an excited throng withont an object. She 

needed something active to throw her excitement out upon .... 

And she would carry out the purpose ... of going to Freshitt 

and Tipton to tell Sir James and her uncle all that she wished 

them to know about Lydgate.... (77章， p.765) 

不毛な Casaubonとの結婚生活から Dorotheaが得たのは，‘knowledge’

ではなく，その苦悩を通して得た，他者の公的生活，（職業に基づく生活〉

と私的生活〈愛情に基づく生活〉への洞察力で，これが，彼女を‘theoretic

mind，の egoismから解放し，他者の苦悩を共感すること－Eliotの小説

で，登場人物が達成すべき共通の課題ーを可能にしたので、ある。 Dorothea

の底流を流れるリピドーの様な‘sympatheticmotive，は，この結婚によ

って陶治されたのである。

Mintzは，もはや女性への求愛を描くロマγスの時代は終わり，現代社

会における男性の関心は仕事なので，文学が扱う対象も，職業を巡る生活

に向けられるべきだ，と説くが，これはやや誇張で， Middlemarchにお

いては，仕事と愛情の両方が，登場人物の人生を左右する欠くべからざる

ニ大要素である。表面上，社会生活の中で，目に見えて現われる方が前者，

個々の心理の中に潜在し，表面には現われないが，内部から行動の原動力

となっているのが後者，と考えた方が良いだろう。仕事と愛情は表裏一体

なのである。 Casaubonは，研究に行き詰まり，愛情の生活を享受するこ

とで，それを解消するべく Dorotheaと結婚したのに，彼女は‘critical

wife，で，触れられたくない仕事の生活にばかり干渉してくることにたじ

ろぐ。 Lydgateの研究生活を疲弊させ，破壊するのは， Rosamondの子供
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じみた独善性と関わっていかねばならない愛情生活であった。諦念（re-

nunciation）を持つのは， Eliotの大志を持ったヒロイン達だけではない。

Lydgateも，結婚生活に諦念を持って耐え，‘lifemust be taken up on 

a lower stage of expectation，と，嘆息するのである（64章 p.639）。

Dorotheaのvocationを求めての長い旅路は，大それた偉業への関与で

はなく， Lydgate夫妻を通しての小さな貢献一一Lydgateの嫌疑を晴ら

そうと働きかけ， Rasamondに，一種の結婚哲学を説き，固いRosamond

のegoismの殻に衝撃を与え，啓示をもたらしたこと一一へと辿り着き，

最終的には， WillLadislawと結婚し，国会議員の妻となり，母となるこ

とで終わる。この間，前述の‘spiritualcommunion，は， Willでなく，

Lydgateとの聞に現われる。

Lydgateは， Dorotheaを， SainteTheresaではなく，聖母マリアのよ

うだと思い，男性との聞に友情を育める女性に初めて会ったと思う（76章

p. 758）。 LydgateがDorotheatこ，聖母マリアを見たのは，二つの点で意

義深い。第一点は，子を生み，母親となる Dorotheaは， Lewesとの違

法な関係のため，子供を持たないことにしていた Eliotの屈折した感情一

一子供を持たない愛’情に対するコンプレッグスーーの反映と考えられる事

である。 Dorotheaは聖女ではなく，聖母の像に昇華されるのである。第

二点は， Willが， Dorotheaの新婚旅行先のローマで，彼女を感情の生活

に開眼させるきっかけとなる美学談議の最中， Dorotheaが，自分には詩

作はできない，と言ったのに対して，＇ Yonare a poem.’という Willの

答えに象徴される事一創造者ではなく， natureの創造物として女性を見

る，女性観ーであるく22章， p.218）。

！騎士道的な WillのDorothea称賛の言葉も，聖母マリアのイメージも

George Eliotが Dorotheaに対してこれらを同一視しているとすれば，

Eliotは，向性の視点というより，男性の視点から Dorotheaを見ているこ

とになる。社会の疎外を生き抜き克服したが Eliotが自己を投影しようと

思う気持と隠蔽しようとする気持の相克の中から生まれた産物こそ Doro・

thea Brookeなのであろう。
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